
北谷町防災行政の取組

～災害に強いまちづくりを目指して～

北谷町

１ 北谷町の特徴

アメリカンビレッジ

サンセットビーチ

２ 津波避難ビルと避難経路の確保

津波避難ビル協定の締結 米軍との現地立ち入り協定の締結

・ 津波避難ビル
３６施設→収容可能人数２万８，２００人（本年１１月２０日現在）

・ 米軍との現地実施協定
津波警報発表時、キャンプ瑞慶覧への避難経路が確保された。

３ 災害時における協力支援等協定締結

○ 平成１９年１１月 沖縄ペプシビバレッジ株式会社 （飲料提供）
○ 平成２０年 ９月 中部電気工事業協同組合（物資・資機材・技術者の提供）

北谷町商工会（物資・資機材・技術者の提供）
沖縄コカ・コーラボトリング株式会社（飲料提供）

○ 平成２１年 ８月 株式会社共立メンテナンス（避難場所）
株式会社サンエー （物資提供及び避難場所）
琉球ジャスコ株式会社（※現イオン北谷店） （物資提供及び避難場所）

災害時における物資・資機材・技術者の提供

４ 地震・津波避難訓練の実施

キャンプ瑞慶覧への避難訓練 アメリカンビレッジ事業者による避難訓練

５ その他の取組（サイン計画）

海抜表示板の設置 津波避難ビル表示板の設置



６ その他の取組（子ども防災）

ちゃたん防災レンジャー

子ども防災訓練

防災・減災を呼び掛けるヒーローの誕生

７ その他の取組（自主防災）

自主防災組織の結成 消防による人工呼吸の指導

負傷者の搬送訓練 炊き出し訓練

８ 防災拠点整備事業

キャンプ瑞慶覧への避難訓練 アメリカンビレッジ事業者による避難訓練

沖縄職業訓練支援センター

防災公
園機能

給食
センター
機能

消防署
機能

計画地
エリア

【業務の目的】
大規模災害時における避難地や災害応急対策活動の場と
してふさわしいバックアップ機能、災害応急対策施設及び
情報発信基地等の機能を備えた防災活動拠点の形成に向
けて、防災広場、消防署や給食センターを活用した整備の
調査、検討を行い、機能・規模・位置・施設配置等に関する
整備方針や基本構想を策定することを目的とし、今年度は
用地購入を予定。

９ 災害情報等の提供
① 既存の情報提供システム
・ Ｊ－ＡＬＥＲＴ

・ 防災行政無線
・ ＦＭニライ
・ エリアメール
（ドコモ・ａｕ・ソフトバンク）

○ Ｊ－ＡＬＥＲＴからの緊急情報 ○ 北谷町から発信される情報

【国民保護情報】

【地震情報】 【緊急地震速報】

【気象情報】

・ 風水害、避難情報、ライフライン情報など

② 防災ラジオの整備

・ 災害情報等の提供
・ 避難場所の確保
・ 避難訓練の実施

災害に強い北谷町
住民・観光客・買い物客等

＋


